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１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに 

JR 中央線御茶ノ水駅ではエレベーター設備が未整

備であることから，現在バリアフリー設備の整備・新

設，駅前広場機能の整備及び河川側法面・台地側擁壁

の耐震補強工事の施工を進めている． 

本稿では、法面近傍での鋼管矢板の施工計画と施工

実績について報告する． 

２．２．２．２．    構造概要構造概要構造概要構造概要 

当該箇所は，盛土構造となっており，法面には張り

コンクリートが施されている．補強の構造形式は，法

面部に対しては，抑止工（地山補強材）と格子枠構造

とし，斜面全体の安定に対しては鋼管矢板とグランド

アンカー構造とした．なお鋼管矢板は，内部へのコン

クリート充填と頭部コンクリートの連結によって剛

性を向上させている（図-1，図-2）． 

３．３．３．３．    施工計画施工計画施工計画施工計画 

鋼管矢板は，径 1000mm，平均深さ約 30m で，輸

送の関係から 3 分割し，全周溶接により接続して圧入

打設した．鋼管矢板の圧入は，サイレントパイラーを

用いてウォータージェット併用圧入工法を採用した．

これは鋼管矢板の先端にノズルを取り付け，ジェット

水流をノズルから噴射して地盤を切削しながら油圧

圧入していく工法である（写真-1）．鋼管矢板は施工

箇所脇の仮設桟橋上のクレーンを用いてサイレント

パイラーに順次供給する．サイレントパイラーは打設

済みの鋼管矢板から反力を取り，順次前進しながら鋼

管矢板を列状に圧入する計画とした．その際に鋼管矢

板圧入による軌道と法面への影響が懸念されたため，

以下の対策工を講じた． 

① 鋼管矢板圧入箇所の線路側に根入れ長 12m の鋼

矢板Ⅲ型を事前圧入し，既設法面側の地山との

縁切りを行うとともに，鋼管矢板と鋼矢板の頭

部を鋼材にて鋼管矢板打設後に固定した． 

② 法面補強工（地山補強材 3～5 段）のうち，最下

段を鋼管矢板圧入に先行して施工し，既設法面

の変状防止及び地山のすべり防止を行った． 

③ 圧入時に鋼管矢板周囲が乱されることが予想さ

れたため，周囲の乱れを解消する対策としてセ

メントベントナイト（CB）を充填した.充填時は

河川側へ変位することが考えられたため，河川

側と軌道側を交互に注入する計画とした． 

 

キーワード 鋼管矢板，計測管理，トータルステーション，リンク式軌道計測器 
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写真-1 鋼管矢板（測点 7付近） 
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図-1 平面図 

図-2 断面図 
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４．４．４．４．    計測管理計画計測管理計画計測管理計画計測管理計画 

◇当初計画 

・法面に近い軌道に，リンク式軌道計測器を設置し，

軌道の常時計測を実施した． 

・法面に約 10m ピッチで上段と下段にプリズムを設

置し，対岸からトータルステーションにて，法面の変

位を自動計測した（図-4）． 

◇追加計画 

 当初計画にて計測を進めたが，鋼管矢板圧入による

施工が進む中，法面の変位が進行したため，新たに以

下の計測項目を追加し，管理強化にあたった. 

・軌道４項目検測（軌間・水準・通り・高さ），ホー

ム建築限界とレールレベル検測を実施した． 

・法面延長 5m おきにある張コンクリート縦目地部と

目視で見られるひび割れ部の点検及び法面頭部の変

位量を確認した． 

・法面の変位が徐々に進むことは法面の安定に対して

は大きな問題はないと判断できるものの，急激に変位

が進行すれば，法面が崩壊し，列車の運行にも影響を

与えることが懸念される．2mm 程度/時間の急激な法

面の変位を確認するため，トータルステーションによ

る細かい計測管理を実施した. 

５．５．５．５．    施工結果施工結果施工結果施工結果 

 測点 7 の法面のトータルステーションの計測結果

と測点 7 付近のリンク式軌道計測器の計測結果を図

-5 に示す．法面の計測結果より，鋼管矢板圧入に伴

い，河川側に最大 25mm，沈下する方向に最大 20mm

変位した．縦目地部及びひび割れ箇所の測定では，施

工前後で 2mm 程度の変位が発生した．鋼管矢板 1 本

当たりの時間単位における変位量は，水平・鉛直変位

とも 0.05~0.08mm/時間であり，2mm 程度/時間の急激

な法面の変位は発生しなかった．軌道のレールレベル

測定では，絶対値で 5~10mm 程度低下しており，こ

の結果からも法面が全体的に沈下する傾向であった

ことがわかる．リンク式変位計測の通り，高さの変位

量は 2mm 程度であり，軌道整備基準値内に収まって

いた． 

６．まとめ６．まとめ６．まとめ６．まとめ    

 鋼管矢板施工中に，法面と軌道の変位が発生したも

のの，列車の運行に影響なく完了できた．事前の対策

工検討と日々の計測管理の積み重ねの結果と考える．

今後も関係各所と協力していきながら，当改良工事を

進めていく所存である．また，本稿が類似工事の参考

になれば幸いである． 
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図-4 法面・軌道変位計測位置図（測定 7） 

図-5 法面・軌道変位計測結果（測定 7） 
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